
誰 も 教 え てくれ な か っ た

本
棚
か
ら

1
冊
の
ノ
ー
ト
を

発
見
し
た

に
ゃ
お

ぎ
っ
し
り
特
殊
加
工
に

つ
い
て
書
か
れ
て

い
る
ニ
ャ
…
…

す
、
す
ご
い

V
o
l
．3
の
つ
づ
き

にゃおは夢中でノートを読み進めるのであった⬅ノートの中身は次頁より

印刷研究室
助手 にゃお

ペ
ラ

こ
の
字
は
…
…

室
長
の
ノ
ー
ト
だ
ニ
ャ

印刷研究室
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ノート、こっそり

見ちゃったニャ
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特殊加工のあれこれ
\ 室

長の秘密ノート大公開 /

PP の種類と UV 厚盛印刷／箔押し

トムソン型での抜き加工／本のカバーかけ

表紙から小口へつながる印刷

印刷製品研究室の
なぜ？なぜ？

ノート
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「PP の種類と UV 厚盛印刷」
右:�「
和
巧
絶
佳
展 

─ 

令
和
時
代
の
超
工
芸
」
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
汐
留
美
術
館
・
朝
日
新
聞
社
・
梅
原
比
呂
子
編
、
朝
日
新
聞
社
、

２
０
２
０
年
（
会
場:

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
汐
留
美
術
館
／
み
や
ざ
き
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
／
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
大
山
崎
山
荘
美
術
館

／
松
坂
屋
美
術
館
）

左:�「
年
鑑
日
本
空
間
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
０ 

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
・
サ
イ
ン
・
商
環
境
」
空
間
デ
ザ
イ
ン
機
構
・
年
鑑
日
本
の
空
間
デ
ザ

イ
ン
刊
行
委
員
会 

編
、
株
式
会
社
六
耀
社
、
２
０
１
９
年

・加
工あれこれ・

表面加工

Ｐ
Ｐ
貼
り

　
表
紙
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
手
に
取
る
と

ツ
ル
ツ
ル
し
て
い
た
り
、
サ
ラ
サ
ラ
し

て
い
た
り
、
紙
と
は
違
う
手
ざ
わ
り
の

も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
表
面

加
工
の
ひ
と
つ
と
し
て
Ｐ
Ｐ
貼
り
加
工

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
加
工
は
耐
湿
性
、
耐
久
性
、
耐

摩
性
に
優
れ
た
Ｐ
Ｐ
（
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ

ン
）
フ
ィ
ル
ム
を
紙
に
貼
り
付
け
、
熱

を
加
え
て
圧
着
さ
せ
る
こ
と
で
表
面
を

保
護
し
ま
す
。

　
Ｐ
Ｐ
貼
り
を
す
る
前
と
後
で
は
見
た

目
の
色
の
濃
さ
が
変
わ
る
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

加 工

1

Ｕ
Ｖ
厚
盛
印
刷

　
プ
ッ
ク
リ
と
盛
り
上
が
っ
た
よ
う
な

加
工
は
、
Ｕ
Ｖ
厚
盛
印
刷
に
よ
る
効
果

で
す
。

　

Ｕ
Ｖ
硬
化
イ
ン
キ
を
シ
ル
ク
ス
ク

リ
ー
ン
（
孔
版
）
印
刷
し
、
紫
外
線
を

照
射
す
る
こ
と
で
、
厚
み
を
持
っ
た
状

態
で
固
ま
り
ま
す
。
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー

ン
印
刷
は
紙
に
直
接
イ
ン
キ
を
乗
せ
る

の
で
、
イ
ン
キ
量
の
調
整
に
よ
っ
て
厚

く
盛
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
と
は
？

　
か
つ
て
、
年
賀
状
を
手
作
り
す
る
際

に
大
活
躍
し
た
「
プ
リ
ン
ト
ゴ
ッ
コ
※
」

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？　
こ
れ
も
シ

ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
で
す
。
枠
に
ス

ク
リ
ー
ン
（
糸
を
網
目
状
に
編
ん
だ
も

の
）
を
張
っ
た
版
の
上
か
ら
イ
ン
キ
を

落
と
し
、
ス
キ
ー
ジ
と
呼
ば
れ
る
ゴ
ム

加 工

2

ベ
ラ
で
擦
る
こ
と
に
よ
っ
て
網
目
か
ら

イ
ン
キ
が
滲
み
出
し
、
紙
に
転
写
す
る

方
法
で
す
。

　
ス
ク
リ
ー
ン
の
細
か
さ
に
は
種
類
が

あ
り
、「
メ
ッ
シ
ュ
」
と
い
う
単
位
で
表

さ
れ
ま
す
。
糸
が
１
イ
ン
チ
（
約
25・４

ミ
リ
）
の
間
に
何
本
並
ん
で
い
る
か
を

示
し
ま
す
。
２
０
０
メ
ッ
シ
ュ
だ
と
１

イ
ン
チ
の
間
に
２
０
０
本
の
糸
が
並
ん

で
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ベ
タ
面
積
の
広
い
も
の
や
、
イ
ン
キ

を
盛
り
た
い
時
は
目
の
粗
い
ス
ク
リ
ー

ン
を
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
マ
ッ
ト
Ｐ
Ｐ
の
上
か
ら

Ｕ
Ｖ
厚
盛
印
刷
を
し
て
い
て
、

Ｕ
Ｖ
の
部
分
が
ツ
ル
ッ
と

盛
り
上
が
っ
て
い
る
よ

効
果
的
な
加
工
方
法
だ
ね
！

プ
ク
ッ
と

盛
り
上
が
っ
て

い
る
ニ
ャ
！

こ
ち
ら
は

グ
ロ
ス
Ｐ
Ｐ
を

貼
っ
て
い
る
ね

Ｐ
Ｐ
に
は

ど
ん
な
種
類
が

あ
る
の
か
ニ
ャ
？

ローラーで
フィルムと
紙を熱で圧着

ポリプロピレンの
フィルム

【主な種類】
グロス（クリア）PP マット PP

質
感
ツヤツヤ、ピカピカして
いる

さらっとした艶のない仕
上がりで高級感を演出

種
類
と
特
徴

通常タイプ 易接着タイプ 通常タイプ 耐スクラッチ

PPの上か
らUV印刷
や箔押し
など（後加
工）すると
剥がれる

後加工が
剥がれにく
い

キズがつき
やすい
UV厚盛り
加工に有
効

キズがつき
にくい

※�プリントゴッコ（Print Gocco）…理想科学工業が販売していた家庭用
簡易孔版印刷機

感光剤を塗ったス
クリーンにポジフィ
ルムを重ねて光を
照射すると、ポジ
フィルムの黒い部
分以外の孔が塞が
り、版がつくられる。

インキの滲み出るところと、
塞がっているところがある。

インキスキージ
（ゴムベラ）

スクリーン

ポジフィルム

　表紙などの表面加工に使われるグロスPPは、表面が
ツルツルなので、その上からさらにUV厚盛印刷などの加
工をしても定着せず剥がれてしまいます。
　そういう場合は、「易接着フィルム」と呼ばれる専用のPP
フィルムを使います。このフィルムは表面に「コロナ処理」
がされているため、グロスPPでありながら上から箔押しや
シルクスクリーン印刷をしても剥がれ落ちないようになってい
ます。パッケージ印刷など、
PP貼りの後に糊付けなど
があるものにも使われます。
　事前にこれらの加工があ
るとわかっていれば、通常
のグロスPPではなく、「易
接着フィルム」を使い、加
工が剥がれ落ちることを防
ぐことができます。

グロスPPを貼った印刷物に、
UV厚盛印刷をしたら剥がれてしまう?!

ノートアレコレ
室長の

▲�コロナ処理
電気のシャワーによってフィルムの表
面が改質され、インキや糊などの液
体をはじかず密着できるようにする。

グロスPP貼り加工の後に、
印刷したり貼り付けたりするときは

事前に伝える必要があるんだニャ



「箔押し」
右:

「A Book Cat Dictionary

」
中
西
な
ち
お 

著
、
書
肆
サ
イ
コ
ロ
、
２
０
１
９
年

左:�「
化
石
先
生
は
夢
を
掘
る 

忠
類
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
か
ら
サ
ッ
ポ
ロ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
ま
で
」
木
村
方
一 

著
、
北
海
道
新
聞
社
、

２
０
２
０
年

・加
工あれこれ・

表面加工

 

箔
押
し

　

記
念
誌
や
手
帳
な
ど
の
表
紙
で
キ

ラ
ッ
と
光
る
文
字
。
こ
れ
は
、
金
や
銀

の
箔
フ
ィ
ル
ム
を
押
し
加
工
し
て
い
る

も
の
で
、
箔
押
し
加
工
と
い
い
ま
す
。

　
箔
押
し
は
比
較
的
厚
い
紙
に
対
し
て

行
う
こ
と
で
押
し
た
時
の
凹
凸
が
出
て

立
体
感
の
あ
る
仕
上
が
り
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
隠
ぺ
い
性
が
高
い
た
め
紙
な
ど

下
地
の
色
に
影
響
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
箔
押
し
す
る
た
め
の
版
は
、
真
鍮
や

亜
鉛
な
ど
を
彫
刻
ま
た
は
腐
食
さ
せ
て

つ
く
っ
た
凸
版
状
の
金
属
版
で
す
。
紙

な
ど
の
上
に
箔
フ
ィ
ル
ム
を
重
ね
て
、

加 工

3

１
０
０
～
１
５
０
度
に
加
熱
し
た
金
属

版
を
押
圧
す
る
と
凸
部
分
の
箔
が
剥
離

し
て
紙
に
転
写
さ
れ
ま
す
。

　
こ
こ
で
重
要
な
の
が
「
温
度
」「
圧
」

「
押
し
の
ス
ピ
ー
ド
」
で
す
。
こ
の
バ

ラ
ン
ス
が
少
し
で
も
変
わ
る
と
同
じ
箔

材
、
用
紙
で
あ
っ
て
も
箔
の
つ
き
方
が

変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
気
温
な
ど
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
も

仕
上
が
り
が
変
化
し
て
し
ま
う
の
は
、

オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
と
似
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。

箔の硬さにも種類
があるなんて

知らなかったニャ

金
の
箔
が
つ
い
て
る
ニ
ャ
！

よ
〜
く
見
る
と

凹
凸
が
あ
る
ん
だ
ニ
ャ

そ
う
だ
ね

こ
れ
は
箔
押
し
と
い
っ
て

金
や
銀
の
箔
を

凸
版
状
の
金
属
版
で

押
し
て
い
る
ん
だ
よ

鏡
み
た
い
に

ピ
カ
ピ
カ
で

顔
が
映
り
そ
う
だ
ニ
ャ

こ
ち
ら
の
本
は

凹
凸
の
効
果
が

よ
く
出
て
い
る
ね

箔
フ
ィ
ル
ム
は
幅
64

セ
ン
チ
の
ロ
ー
ル
を

必
要
な
分
だ
け
切
り

分
け
な
が
ら
使
っ
て

い
る
ん
だ
よ

64 cm

紙に箔が転写され、
圧によって凹凸ができる

箔フィルムは転写後、
透明のフィルムのみ残る

１００～１５０℃に加熱した
金属版を押圧

　箔押しといえば金箔を連想することが多いですが、青
や赤などのメタリックやホログラムの箔など、色々なバリ
エーションがあります。
　実は、色以外にも、箔フィルムには硬さのバリエーショ
ンがあるのです。
　箔フィルムは上からベースフィルム・離型層・着色
層・蒸着層・接着層の５つの層からできています。熱と
圧で転写すると、上の２層（ベースフィルム・離型層）
が剥がれ、下の3層（着色層・蒸着層・接着層）が紙
などの被転写物に残る仕組みです。
　この上から2つ目にある離型層の種類によって「かため
の箔」「やわらかめの箔」に変化します。

　これは箔切れ性の違いにつながっていて、「かための
箔」は剥離強度が強いので版との境界部が切れやすく、
きれいに剥離します。逆に「やわらかめの箔」は接着性
はよいですが、細かいデザインだと境界部にバリ※ が立っ
て、つぶれたように見えてしまいます。
　そこで、箔フィルムは箔のデザインや用紙などの材質に
合わせて、「かため」「やわらかめ」など最適な種類の箔
を選びます。もちろん、こういった箔の硬さに加えて押す
時の「温度」「圧」「押しのスピード」によって仕上がり
は違ってきます。
　また、ひとつのデザインの中にベタ面の多い部分と細か
い部分があるような場合には、箔材を変え2回に分けて
押すこともあります。

箔に 「硬さ」 の種類がある ?!

ノートアレコレ
室長の

やわらかい箔

箔フィルム断面

ベタ面の多い
デザイン

かたい箔
細い文字などの

デザイン
布には

布専用の箔

やわらかい箔
超

箔フィルム断面

❶ベースフィルム

❷離型層

❸着色層

❹蒸着層

❺接着層

ココが
「硬さ」を

左右する

※�バリ…輪郭部分に発生するはみ出しや出っ張り
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「トムソン型での抜き加工」
「
色
彩
技
能
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
検
定
®
公
式
テ
キ
ス
ト
」
株
式
会
社
チ
ェ
ン
ジ
メ
ー
カ
ー
ズ 

編
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

日
本
パ
ー
ソ
ナ
ル

カ
ラ
ー
協
会
、
２
０
２
０
年

・加
工あれこれ・

抜きと折り

ト
ム
ソ
ン
加
工

　
抜
き
加
工
と
聞
い
て
イ
メ
ー
ジ
す
る

も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
？　
窓
の
よ
う

に
中
を
抜
く
加
工
や
特
別
な
形
に
周
り

を
抜
く
場
合
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
型
を
使
っ
て
紙
を
抜
く
時
は
、
平
盤

打
抜
機
を
使
っ
て
1
枚
ず
つ
型
で
打
ち

抜
い
て
い
き
ま
す
。
そ
の
加
工
を
ト
ム

ソ
ン
加
工
と
い
い
ま
す
。
名
前
は
、
加

工
方
法
を
考
案
し
た
米
ト
ム
ソ
ン
・
マ

シ
ン
社
に
由
来
し
ま
す
。

　

手
動
機
は
ト
ム
ソ
ン
、
自
動
機
は

オ
ー
ト
ト
ム
ソ
ン
を
略
し
て
オ
ー
ト
ン

と
呼
び
ま
す
。

　
ト
ム
ソ
ン
加
工
は
、
数
箇
所
「
つ
な

ぎ
目
」
を
つ
く
っ
た
刃
で
打
ち
抜
き
し

た
後
、
紙
を
束
に
し
て
人
の
手
で
不
要

加 工

4

に
な
っ
た
部
分
を
取
り
除
き
ま
す

（「
む
し
る
」
と
い
い
ま
す
）。

ト
ム
ソ
ン
型
の
こ
と

　
ト
ム
ソ
ン
加
工
に
使
用
さ
れ
る
「
抜

き
型
＝
ト
ム
ソ
ン
型
」
は
主
に
「
木
の

板
」「
刃
」「
ゴ
ム
（
ス
ト
ッ
パ
ー
）」

で
つ
く
ら
れ
ま
す
。

　
型
の
設
計
に
従
っ
て
、
レ
ー
ザ
ー
で

木
の
板
に
切
れ
目
を
入
れ
、
そ
こ
に
刃

を
埋
め
て
い
き
ま
す
。
刃
の
サ
イ
ド
に

は
刃
よ
り
も
少
し
高
さ
の
あ
る
ゴ
ム
を

手
作
業
で
貼
り
付
け
ま
す
。
ゴ
ム
は
打

ち
抜
き
し
た
際
に
、
型
と
紙
が
く
っ
つ

か
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

ス
ジ
押
し
や
、
ミ
シ
ン
刃
も
型
の
中
に

組
み
込
む
こ
と
が
で
き
、
一
度
に
加
工

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
つ
な
ぎ
目
は
、
ニ
ッ
ク
工
具
（
バ
ネ

の
あ
る
マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
の
よ
う

な
器
具
）
で
、
刃
に
キ
ズ
を
つ
け
て
つ

く
り
ま
す
。

いらなくなった
部分は「カス」

という

に
ゃ
お

ど
う
し
た
の
？

穴
か
ら
見
え
る

次
の
ペ
ー
ジ
が

ど
う
し
て
も

見
た
い
ニ
ャ
…
…

表
紙
を
自
動
平
盤
打
抜
機
で

打
ち
抜
き
し
て
い
る
ん
だ
よ次

の
ペ
ー
ジ
が

ち
ら
っ
と
見
え
て

面
白
い
ね
！

  機械による自動カバーかけ

ガ
シ
ャ
ッ

型　版

トムソン型

刃を挟むよう
にゴムを貼り
付ける

刃
つなぎ目

切れてる
つなぎ目は
切れてない

1 枚ずつ紙に抜き加工される
抜き加工後の紙を束にして
人の手でつなぎ目をむしる

※�他にトムソン型を使用して紙を加工するものは、ビク（ビクトリア式打抜
機）、スーパープレス（万能平盤打抜機）、プラテン（ドイツ・ハイデルベ
ルグ社製の活版印刷機を改良したもの）、などがあります。

（トライオートの流れイメージ図）

　通常トムソン加工での打ち抜きに必要なつなぎ目は、
一番目立たないところに設定しますが、抜き部分が小さい
円のため、つなぎ目が目立ってしまう場合があります。
　つなぎ目を作らない抜き方法としては、「ブッシュ抜き」
や「レーザーカッターでの抜き加工」があります。
　ブッシュ抜きはトランプ
やコースターなどの抜き
加工に使われる機械で、
重ねた紙や分厚い紙を一
気に抜くことができますが
とても高価です。レー
ザーカッターでの抜き加工
は、細かい抜き加工に向い
ていますが、焦げ跡が残る
場合があり大量に製作す
る場合はコストが非常に
高くなってしまいます。

直径5 mmの円の打ち抜き加工、
抜いたところにつなぎ目が ?!

ノートアレコレ
室長の

ルーズリーフの○○
穴あけ

ルーズリーフや伝票の穴は、ド
リルで抜く機械を使用します。
トムソン加工ではありません。

トムソンでの抜き加工には必ずどこかに「つなぎ目」があるってことだニャ



「本のカバーかけ」
「
新
装
版 

バ
ウ
ハ
ウ
ス
叢
書
」
Ｌ
・
モ
ホ
リ
＝
ナ
ギ 

ほ
か
著
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
２
０
１
９ 

− 

２
０
２
０
年

・加
工あれこれ・

抜きと折り

 

カ
バ
ー
か
け

　
本
に
カ
バ
ー
を
か
け
て
い
く
方
法
は
、

2
つ
あ
り
ま
す
。
1
つ
は
手
作
業
で
1

冊
ず
つ
か
け
て
い
く
方
法
、
も
う
1
つ

は
機
械
を
使
っ
て
自
動
で
か
け
て
い
く

方
法
で
す
。

手
で
カ
バ
ー
を
か
け
る

　
人
の
手
で
カ
バ
ー
を
か
け
る
時
は
、

折
り
機
で
片
方
だ
け
折
目
を
つ
け
た
カ

バ
ー
を
表
紙
に
引
っ
か
け
、
く
る
っ
と

巻
き
、
も
う
片
方
は
手
で
折
り
ま
す
。

　
自
動
の
カ
バ
ー
か
け
機
の
条
件
に
合

わ
な
い
も
の
や
、
カ
バ
ー
の
紙
質
に

よ
っ
て
こ
の
方
法
を
選
択
し
ま
す
。

自
動
の
カ
バ
ー
か
け
機

　

ト
ラ
イ
オ
ー
ト
と
い
う
機
械
で
カ

バ
ー
か
け
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
サ
イ
ズ
や
重
さ
、
背
の
厚
さ
、
紙
の

硬
さ
な
ど
に
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、
本

に
対
し
て
カ
バ
ー
や
帯
か
け
、
ス
リ
ッ

プ
・
ハ
ガ
キ
な
ど
の
挟
み
込
み
だ
け
で

な
く
、
そ
の
後
の
梱
包
作
業
ま
で
も
自

動
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
紙
の
制
限
の
例
と
し
て
、
ト
レ
ー
シ

ン
グ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
は
折
る
時
に
割
れ

て
し
ま
う
こ
と
に
加
え
て
、
滑
っ
て
給

紙
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
カ
ー
ル
す
る

な
ど
の
理
由
か
ら
、
機
械
で
の
カ
バ
ー

か
け
に
は
適
さ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

加 工

５

透
け
て
る
紙
の
カ
バ
ー

オ
シ
ャ
レ
だ
ニ
ャ
〜
！

と
こ
ろ
で
カ
バ
ー
っ
て

ど
う
や
っ
て

つ
け
て
る
ん
だ
ニ
ャ
…
…
？

ト
ラ
イ
オ
ー
ト
と
い
う

自
動
で
カ
バ
ー
を
か
け
る

機
械
が
あ
る
ん
だ

こ
の
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
は

機
械
で
は
対
応
で
き
な
い
紙
質
で

１
冊
１
冊
、
手
で
丁
寧
に

か
け
て
い
く
ん
だ
よ

こんな
にたく

さんの

ことが
、自動

ででき

るなんて
すごいニ

ャ

厚いトレーシングペーパーはトムソンでスジ押ししてから手で折るんだニャ

   手作業によるカバーかけ

  機械による自動カバーかけ

❶ ❷ ❸

●❶本の背を下にして台上に並べ、
端から1冊ずつ搬送される

●❷表紙を開く

●❹水平に開かれた表紙に
カバーと帯を折り込み
折り返しをつくる

●❺本文の真ん中くらいの頁へ
スリップ・ハガキなどを挟み込む

●❸積み重ねられたカバーと帯を
下から1枚ずつ給紙し
小口折り返しにスジをつけ、
本と重ねるカバー

帯
帯・カバー
と本が
重なる

（トライオートの流れイメージ図）

ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
は
、

折
り
だ
け
で
な
く
、

温
度
や
湿
度
に
よ
っ
て
、

変
化
し
や
す
い
の
で

注
意
し
よ
う
!!

　トレーシングペーパーは透け感があってオシャレな雰囲
気を演出できます。しかし、折り加工の際には割れに注意
が必要です。
　トレーシングペーパーが光を透過し、半透明の紙になる
理由として「繊維がとても細かい」ということがあります。
この繊維の細かさが、割れやすい要因ともなってしまいます。
　そこで、力の強い機械で折るのではなく、一度トムソンで
スジ押ししてから、手で折ることで割れを防ぐことができます。

トレーシングペーパーでつくった
カバーが折り目で割れてしまう ?!

▼�トムソンでのスジ押し
紙

スジ押し用
凹版

スジ押し用
凸版

スジ押し用
凸版

あらかじめスジ押ししておくことで
折った時のトレーシングペーパーへの
ダメージを防ぐことができる

ノートアレコレ
室長の
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「表紙から小口へつながる印刷」
「takeo paper show 2018 precision 

精
度
を
経
て
立
ち
上
が
る
紙
」
中
村
水
絵
（HeHe

） 

編
、
株
式
会
社
竹
尾
、

２
０
１
８
年

・加
工あれこれ・

小口装飾

表
紙
と
小
口
が 

つ
な
が
る
印
刷

　
表
紙
か
ら
小
口
に
絵
柄
が
つ
な
が
る

よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
の
場
合
、
小
口
部
分

は
本
が
完
成
し
て
か
ら
印
刷
し
ま
す

（
小
口
印
刷
の
方
法
は
次
頁
参
照
）。

　
上
の
写
真
で
紹
介
し
て
い
る
書
籍
は
、

表
紙
と
小
口
の
絵
柄
が
ピ
ッ
タ
リ
揃
う

イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　
こ
の
小
口
印
刷
は
水
分
の
影
響
や
製

本
の
仕
組
み
上
、
と
て
も
難
易
度
の
高

い
作
業
で
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
2
つ

の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
1
つ
は
紙
の
水
分
に
よ
る
伸
び
縮
み

で
す
。

　
こ
れ
は
ｖ
ｏ
ｌ・
１
で
も
紹
介
し
ま
し

た
が
、
紙
の
原
料
で
あ
る
パ
ル
プ
は
水
分

を
吸
収
し
や
す
い
た
め
に
、
湿
度
や
水

加 工

６

分
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
環
境
の
変

化
に
よ
り
伸
び
縮
み
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

小
口
印
刷
の
ズ
レ
と
ど
う
関
係
す
る

か
と
い
う
と
、
予
め
作
成
し
て
お
い
た
小

口
用
の
印
刷
版
と
、
伸
び
た
り
縮
ん
だ

り
し
た
本
体
は
必
ず
絵
柄
が
ピ
ッ
タ
リ

揃
う
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
も
う
1
つ
は
製
本
時
で
す
。
三
方
断

ち
の
前
に
表
紙
と
本
体
を
ジ
ョ
イ
ン
ト

し
ま
す
。
こ
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
は
機
械
で

行
う
た
め
、
下
を
流
れ
る
表
紙
と
上
か

ら
リ
フ
ト
上
に
運
ば
れ
て
く
る
本
体
と

が
ジ
ョ
イ
ン
ト
し
た
時
に
若
干
の
ズ
レ

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
仮
に
本
体
の
背
と
、
表
紙
の
背
が
少

し
だ
け
ズ
レ
て
ジ
ョ
イ
ン
ト
し
た
場
合
、

こ
の
ズ
レ
を
自
動
三
方
断
裁
機
で
は
調

整
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
天
・

地
・
小
口
を
一
辺
ず
つ
目
で
ト
ン
ボ
を

確
認
し
な
が
ら
丁
寧
に
手
動
で
断
裁
し

て
い
き
ま
す
。

下に表紙が流れ、
本文とジョイント
されていく

水分の関係で本自体が
伸びたり縮んだりするため
小口用の版と
表紙の印刷した絵柄が
ピッタリ合わない

表紙と本体の
ジョイント
イメージ図

ここで、
微妙にズレが
出ることが
ある

グッ!

こ
の
表
紙
と
小
口
の

印
刷
の
位
置
を
合
わ
せ
る
の
に

コ
ツ
が
必
要
な
ん
だ
！

す
ご
い
！

本
の
小
口
に
文
字
が

印
刷
さ
れ
て
る
ニ
ャ

何をするにも紙の伸び縮みを気にすることが

重要なんだニャ

こ
こ
見
て
！

NG

背と、背のサイドに糊付けさ
れた本体が固定された状態
で上を流れる

表紙
本体

糊

ノートアレコレ
室長の

小口印刷のデザインをする場合
表紙にPP加工するのは避ける
　表紙から小口へつながる印刷の場合に表紙をPP貼り
加工すると、小口用の版と表紙の印刷した絵柄がピッタリ
合わない可能性が、さらに高くなってしまいます。
　PP貼り加工は、熱を加えて圧着するため、紙が縮んだ
り、反るなどの変化が
おこります。
　表紙と小口印刷の
絵柄を合わせることを
実現するためには、
PP貼り加工はできる
だけ避けましょう。
（PP貼り加工について
はP2 参照）

絵柄の位置が
一致しなかったり……



7

　

小
口
に
絵
柄
や
文
字
な
ど
を
印
刷
す

る
場
合
は
パ
ッ
ド
印
刷
や
シ
ル
ク
ス
ク

リ
ー
ン
印
刷
と
い
っ
た
手
法
が
あ
り
ま
す
。

　
小
口
に
パ
ッ
ド
印
刷
す
る
場
合
は
デ

ザ
イ
ン
を
彫
っ
た
凹
版
に
イ
ン
キ
を
流

し
込
み
シ
リ
コ
ン
パ
ッ
ド
を
版
に
押
し

付
け
、
パ
ッ
ド
に
つ
い
た
イ
ン
キ
を
小

口
に
転
写
さ
せ
ま
す
。
パ
ッ
ド
は
弾
力

性
が
あ
る
の
で
、
曲
面
や
凹
凸
の
あ
る

も
の
に
も
印
刷
可
能
で
す
。

　
金
箔
な
ど
の
箔
を
押
す
「
金
付
け
」

と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
天
金
加
工
、

三
方
金
と
も
い
い
ま
す
。

　
小
口
部
分
の
凹
凸
を
な
く
す
た
め
に
、

本
の
小
口
を
研
磨
し
て
か
ら
、
箔
を
つ
け

て
い
き
ま
す
。

　
箔
の
つ
け
方
も
、
小
口
に
対
し
て
箔

を
押
し
て
つ
け
る
方
法
や
箔
を
擦
り
つ

け
る
よ
う
な
手
法
も
あ
り
、
加
工
会
社

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
小
口
に
色
を
つ
け
る
だ
け
で
あ
れ
ば
、

ラ
ッ
カ
ー
ス
プ
レ
ー
で
着
色
す
る
、
ハ

ケ
で
塗
る
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
機
械
で
行
う
か
、
人
の
手
で
行
う
か

は
、
用
途
や
加
工
会
社
の
設
備
に
よ
り

ま
す
。

小
口
印
刷
の
方
法
は

大
き
く
３
つ

色
を
つ
け
る
だ
け

絵
柄
や
文
字
を
印
刷

箔
を
つ
け
る

ラッカースプレー

パッド印刷

ハケで塗る

シルクスクリーン印刷

本の
小口
って
、

どう
やっ
て

印刷
して
るニ

ャ？

こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く

お
願
い

し
ま
す
ニ
ャ

な
ん
だ
よ
急
に
〜

ハッ！！

た
だ
い
ま
ー

あ
れ
、
ど
う
し
た
の
？

な
、
何
で
も
な
い
ニ
ャ

zz
zz
zz

サ
ッ

ガ
チャッ

ぺ
こ
り

？

室
長
、
ず
っ
と

ノ
ー
ト
に
書
き
た
め
て

い
た
ん
だ
ニ
ャ
…
…
？

室
長…

…

室
長…

…

じ

ー
ん

上：「A Book Cat Dictionary」中西なちお 著、書肆サイコロ、2019 年
下：「TOKYO DEBUGGER」有元 伸也 著、禪フォトギャラリー、2020 年

シリコンパッドに
インキを写す

プニ

シューサッサッ

ココが
箔になっている
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参考文献

ボーンデジタル出版事業部編「カラー図解 DTP& 印刷スーパーしくみ事典 2019」（ボーンデジタル／2019）

文字の起源は、今から約 5200 年前に西アジアの都市ウルクで、シュメール人によって

使われ始めた絵文字だといわれています。

人類が誕生したのは今から約 700 万年前といわれていますから

とても長い間、文字が無い状態でコミュニケーションを図り、進歩してきました。

文字の歴史は人類誕生から考えるとまだ浅く、

文字だけでは伝えきれないことが、現在でもたくさんあるのではないでしょうか。

今回の特集は「特殊加工のあれこれ」です。

特殊加工には素材と加工方法の組み合わせによってさまざまな制限があったり、

意図する加工とするためにテストを行わなければならないなどの難しさはありますが、

文字だけでは伝えきれないものを

「見たり」「触ったり」して感じてもらえる

有効な方法の 1つです。

本誌は今回で最終号の予定でしたが、続編の作成が決定いたしました。

乞うご期待！

（ブック印刷のコト 編集委員会）

Vol.4

よ〜し

がんばるニャ〜!!


